
磁気テープのデータは 
コンピュータから直接 
見えません。 

物理的にオフラインに 
することでウィルス・ 
不正アクセスも 
到達できません。 

• ShadowImage連携 
• ボリューム容量仮想化機能 

(Hitachi Dynamic Provisioning)連携 
• 暗号化機能搭載 

ボリュームバックアップシステム  
Data Mover for Volume (DMV) 

ランサムウェア対策には、テープバックアップが有効です。 
「バックアップを取っているから安心」とお考えではありませんか？ 

ランサムウェアはコンピュータから見えるオンライン環境の 
領域にあるバックアップデータも暗号化してしまいます。 
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DMVは、1TBのデータバックアップ（非圧縮時）を 
約15分＊で完了。テープバックアップは安全度が高い 
反面時間がかかる、という課題をDMVが払拭しました。 
DMVにより毎日のフルバックアップ運用が可能に。 
障害発生時のデータリストア（復旧）もシンプルな 
操作で高速に行います。 
＊DMV L744モデル(LTO-7テープ､4並列)の場合。 
 対象のディスクやデータによっては､性能がでない場合があります｡    

ShadowImage連携 

マルチプラットフォーム対応 

暗号化機能 

各種ユーティリティを提供 

Hitachi Dynamic 
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オフラインバックアップ 

OSファイルシステムの影響を受けないので、マルチプ
ラットフォーム環境下でバックアップシステムの統合
が可能です。 

バックアップジョブの作成や、遠隔地からの実行も 
ユーティリティソフトから操作できます。 
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バックアップデータも 
暗号化されてしまい 
リストアができない！ 

オンライン環境下
はどこでも侵入 
どこでも感染 

もしも感染したときには 
感染前のテープデータから 
上書きリストアで復活！ 
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製品に関する詳細・お問い合わせは下記へ 

■製品情報サイト 

 http://www.hitachi.co.jp/products/it/storage-solutions/products/dmv/ 

■インターネットでのお問い合わせ 

 http://www.hitachi.co.jp/products/it/server/peripherals/inquiry/ 

■電話でのお問い合わせはHCAセンターへ 

  0120-2580-12 利用時間 9：00～12：00、13：00～17：00（土・日・祝日・弊社休日を除く） 

携帯電話、PHS、一部のIP電話などフリーダイヤルがご利用いただけない場合は、ダイヤルイン：045-762-3059 
（通話料金はお客さまのご負担となります） 

モデル名 
テープモデル ディスクモデル 

DMV L711 DMV L722 DMV L744 DMV L700M DMV L700H 
インタフェース 16Gbpsファイバチャネル(Optical/Non-OFC) ×2ポート 

テープフォーマット LTO Ultrium 7TM規格＊1 － 

搭載テープライブラリ数 1 2 4 － 

搭載テープドライブ数 1 2 4 － 

テープ搭載巻数(最大) 30 60 120 － 

RAID構成 JBOD JBOD,RAID1 JBOD,RAID1 JBOD 

非圧縮時 
記憶容量＊2 

(TB) 

JBOD 6～180 6～360 6～720 － 

RAID1 － 6～180 6～360 － 

HDD構成 － － － 22 46 

非圧縮時データ 
転送速度＊3 

(MB/s) 

JBOD 300 600 (JBODx2)＊7 1200 (JBODx4)＊8 － 

RAID1 － 300 600 (RAID1x2)＊7 － 

HDD構成 － － － 200＊9 

EIA規格ユニット数＊4 5 8 14 2 

外形寸法 WxDxH(mm)＊5 481x925x220 481x925x351 481x925x613 446x731x88 

質量(最大)(kg)＊6 46.5 68.5 112.5 24.5 

電源 100-120 V (50 / 60 Hz) / 200-240 V (50 / 60 Hz)、最大2、冗長構成対応 

■Data Mover for Volume (DMV)仕様 

＊1  LTO：Linear Tape-Open  
＊2  記憶容量はLTO-7テープ使用時、1kB＝1,000バイトとして計算した値です。 
＊3  対象のディスクアレイやデータによっては、性能が出ない場合があります。なお値はLTO-7テープ使用時の参考値です。 
＊4  システム構成のトータルユニット数です。 
＊5  システム構成のトータル外形寸法です。 
＊6  システム構成のトータル質量です。LTOカートリッジの質量は含みません。 
＊7  2並列時のトータル性能です。 
＊8  4並列時のトータル性能です。 
＊9  DMVによるソフトウェア圧縮時の性能です。 

■ソリューションサービスメニュー 
メニュー サービス内容 

バックアップ設計＆構築サービス DMVを使用したバックアップシステムの設計および構築作業を実施します。 

導入サービス DMVの搬入、据え付け、動作確認などを実施します。 

問い合わせサービス サービスで設計・構築した内容や運用スクリプトについてのお問い合わせに対応します。 

データ移行サービス DMVを使用して、旧ストレージから新ストレージへのデータ移行を実施します。 

データ保全サービス DMVを使用して、移設前ストレージのデータ保全を実施します。 

・HITACHI、JP1は、株式会社 日立製作所の商標または登録商標です。 
・Linuxは、Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 
・Microsoft、Windows、Windows Serverは､米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です｡ 
・その他記載の会社名、製品名などは、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

安全に関するご注意 ご使用前に必ず製品添付のマニュアルなどの注意事項をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください ! 

●記載の仕様は、製品の改良などのため予告なく変更することがあります。 

製品に関する詳細・お問い合わせは下記へ 

■製品情報サイト 
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 http://www.hitachi.co.jp/products/it/server/peripherals/inquiry/ 
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携帯電話、PHS、一部のIP電話などフリーダイヤルがご利用いただけない場合は、ダイヤルイン：045-762-3059 
（通話料金はお客さまのご負担となります） 
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・HITACHI、JP1は、株式会社 日立製作所の商標または登録商標です。 
・Linuxは、Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 
・Microsoft、Windows、Windows Serverは､米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です｡ 
・その他記載の会社名、製品名などは、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

安全に関するご注意 ご使用前に必ず製品添付のマニュアルなどの注意事項をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください ! 

●記載の仕様は、製品の改良などのため予告なく変更することがあります。 
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